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立川綜倉病院ス トレス外来での診療動向につい

て,これまでも当研究会において発表してきてい

る.今回も平成 20年における初診患者の動向に

ついてご報告したい.

【方法】初回診察暗における受診状況を前年ま

での状況と比較 しながらまとめる.

【対象】2008年 1月-12月と,2001年～2007

年の初診患者の動向を比較する.

2006年まで,当科の初診患者数はおおむね右肩

あがりに増加 してきた (2001年 389人-2006年

594人).しかし,2007年には男女合わせて前年か

ら54人減少し (2006年 594人-2007年 540人),

2008年にはさらに89人の減少が見られた く2007

年 540人-2008年 舶1人).

外来診療枠の減少などの,当外来を取り巻く状

況に明らかな減少理由は見当たらない.それにも

関わらず,日常診療の中で感じられるほどの初診
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患者数の変化が起こっている.

今後も継続的に減少し続けていくのか,それと

も何かしらの均衡がとれ,次第に落ち着いていく

のか.2年続けての減少で,その幅も増加 してい

ることからは,今後もこの傾向は続くのではない

かと思われ,どのような原因が考えられるか検討

する必要性が感じられた.

当日は当科を受診 した初診患者について,受診

経路や受診動機などを中心にその特徴を述べたい

と思う.

ll 3分診療を効あるものとするために
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ご承知のごとく3分診療とは [3時間待って診

療は 3分]と医療状況 を鞘揺する言葉である.

我々もこの様な状況が決 して良いとは思わない

が,我々が働く現場はまさに,以前から今日まで

この様な状況であった.現実は変えられない.荏

ってこの様な状況の中で如何に効果を とげていく

か腐心せざるを得ない.私が行っているささやか

な工夫を述べてみたい.
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